
 

 

 

 

 人権参観日・人権教育講演会 お世話になりました 

人権教育主任 來見 彩花  
  
先日の９月２０日（金）、５校時には各クラスで人権に関する授業参観、６校時には体育館で人

権教育講演会があり、人権教育講演会には３～６年生が参加しました。 

授業参観では、自分自身のよさや個性について、友だち同士の関わりを通して考えたクラスや、

道徳教材を読み、登場人物の気持ちを考える活動を通して、これからの自身の生き方について考え

を深めたクラスがありました。どの児童も真剣に人権課題と向き合っていたと思います。 

 

人権教育講演会では、塚田拓司さんにお越しいただき、前半は落語、後半は心があたたまる言葉

をあいうえお作文調にしたクイズなどをしていただきました。講演会の中で、「言葉は両刃の剣の

ように、便利な物でも武器になる」「言葉一つで相手を生かすことも殺すこともできる」というお

話がありました。トゲのある言葉を安易に言い放って相手を傷つけるのではなく、この講演会を機

に、心があたたかくなるような言葉のキャッチボールを展開できるようになってほしいと思いまし

た。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１０月１日 

【１０月のめあて】 落ち着いて生活しよう  

〈めざす児童像〉 

「進んで考える子」 
「おもいやりのある子」 
「たくましくがんばる子」 
 

～塚田先生にあてた児童のお礼状から～ 

 由宇亭拓の輔さんの落語を
聴いていると、その世界にす
いこまれていくような感じが
しました。私は落語の中に先
生の名前が出たところがおも
しろくて心に残りました。ま
たちがう落語も見たいです。    

温かい言葉をみんなにやさ
しくとどけていきたいと思い
ました。 

 自分のことだけでな

く、相手の気持ちを考え

て話したり行動したり

したいと思いました。 

お話を聴き、元気がで

たのでこれからもがん

ばりたいと思います。あ

りがとうございました。 

 今までの私がどのように
して人とコミュニケーショ
ンをとっているのか改めて
考える良い機会になりまし
た。 

これからは、自分から友達
に一方的にボールを投げて
いないか、相手はどう思って
いるのかなど意識していき
たいです。 



 

 

 

 
     

 

 

 

 

 

 

 

 

「ふれあい夢通信」について 
  
山口県教育委員会では、「ふれあい夢通信」ホームページに、「第７５特集号（2024秋号）」

を掲載しています。県教育・イベント情報などが掲載されています。山口県の教育に関するさま

ざまな情報が得られますので、ぜひ御一読ください。 

「なかよしの森」解禁！ 
 
夏休みの美化作業でなかよしの森をき
れいにしていただき、９月から森に入ること
ができるようになりました。子どもも教職員
も、森遊びを楽しんでいます。 

かかしづくり 
 
５年生が地域の方のお力を借りながら、かかしづくりに
チャレンジしました。グループで構想を立て、思い通り？の
かかしが出来上がりました。完成したかかしは、コスモス
祭りでのコンテストに出品されます。 

秋の昆虫さがし（１年生） 
 
花壇で秋の昆虫探しをしました。きれ 
いな花に囲まれながら、カマキリやバッ 
タを夢中になって追いかけていました。 

中学校教員による出前授業 
 
田布施中学校教員による体育の出

前授業を５・６年生で実施しました。運
動場ではハードル走、体育館では走り
高跳びを教えていただきました。 
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